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学歴丿研究kB ける 白弟知 匕所 弱知 の 乘雜

　 一 敵 脅牽鎗 学 の 痢勍 性 k 関嚇 一考 綮一

田 中
一

生 （九 州六学）

L 問題の 設定 匕 方if’

　昨年度の 箔吉屋丼 ・li　t＝ お い て 、私 ii　ik査社

会学の 独 自性 瑚 する 性 格論掬 ・ 畜及 し 、今

椥 墹 貌 方訊 輪 の 次 元 で 具体 的 か っ f＃種 的 に

検 言寸左言式h る こ と が 生 産的 で あ る 旨 を 強 調 し

た 。 そ し て 、散脅社会 学の 現状 1言馬場四 郎 氏

の 規 定に 反 し 、身イ本初寸教者・曽る 豆真部 でネ土会 学

ε指 向 寄る特 巵ち 示 し て い て 、お よ そ独 自 の

学間 的 性格 乞保 特 レ え て ・噂 ・・
＝ t8 指摘 し、

こ の 亭態乞改 善す る 仁 の の 力 法 匕 レ マ ・敷 脅

社 会 導の ネ歩会学的石斤窕 乞進 め る ，蛉 要性 乞 あ ら
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，￥の 額域 に属 し ．我

が 国で も Z れ まで 新 堀孟也 函 ε中 心 しす ろ 広

島犬 学ゲル
ー デ に よ ． て 煮欲 的 に 推itSk て

きて ｝う り、　その 威 果 につ い て しま学会会員周豪口

の 盆 りで あ る 。け れ ど も 、 R ． κ ．卜4eい七ρ n

に源 流幺 見出す科 学社 会学or
’
自然科蟯着 の 範

4列 に モ と つ い て 石斤貌 さ れ て き た たの に 、ネ仁・会
、

人文科学着の 場 合 に 船 ずし
：b 壷切 穿範例 乞提
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’
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？続 に依 。 て い ろ rc　th　1：　．彦 出 ざ れ た 知繊 の
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、
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P
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説 明が 十分 で なカ  た 、 ヒ言わ な け ｝し ば 与 ら

な い 。

　 こ二う し f二点 をネ漸うた め に 1ま、弄斗
・
営彡旨｛固人 、

俘 い し 集 団 の 価 値 ヤ 規 範 が彩 威 さ扎 る過 程 を、

第一
に 彼等の 生 痞 史 と 関晝｝さ せ マ 自 己 分 祈 レ 、

第二 に 惇 彼等が 日潔的 1こ 関与 し て い る直特 の

環境 匕 の 関遠 に お い マ 自 己 点 検 寄ろ 方 法 的視

、薫 E ：隊？　て　、　羅 に わ丶
つ 六 才旦 L二 斫 窕 1： 員ヌ リ　糸且

｛b 姿勢が 重要視 さ れ る 。 科 駒 去会 学 1二 お げ る

知 識 の 生 薩柱 に 関すろ 1研 究 1才、知 識 が 槻 喫 に

薩出さ れ る 過程 嵯 出 さ れ た 知識 の ’噸 と の

Pt　ts　9 ．厨 窕殞が 自 ら の 視 野 の 穿 胡 二 す分 に

お さ め ろ 二 と．1二 よ，て 、 1キじ め て 完 オ戎さ M．　
“
r？一

も の と，な り うろ の で あ る o

　以 上 の 裡 由ゼ
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ら 、ヌト幸匿告 ［よ教

二

育ネ土 、会学 の ネ土，

会学 に相 当す裾 療区吉翻 る こ と ε 目 自勺と ず

ろも の で あ るが 、教 脅社会 学の 漁劾 性 に フ い

て も 、　こ の よ うts
一
視 点 ガ

・
ら の 彡見実二齪 識 1こ も と

ブ く理 論 形 鋤 冫欠元 で 、
一羲的 1・　Pvfl題 USk

るL泌専・が
’
あ る 。 若 し 、 こ の 力 法 手続．乞殖 い て

敷 沓社 会 学
’
の 痾劾 幢 を ば、鬢易 に敷育実践 の

次元 に 求の よ う とず る な ら ば ・教脅社 会 学1よ

も i‡ヤ その 独 自性 ぎ失 い ．教 責学 の 亜 流 に重

しガ 船 穿 い ヒ 咫わ れ る ρ

　本報 皆 で は 、以 上 の 趣 旨1gefi確 に 提 示す ろ

化 の に 、学歴石吁乾 乞 テ ー マ に 選 ムノ だ 。 こ こ で・

lt，果 し マ 敷脅社 館 研 輪 。 勧 す 樗 歴

知 識 が 、1確 実な 現 実認 識 1こ も ヒ づ く 正 当な も

の で あ る が 舌ガ
・ を 、 日 覚的知 鹹 と の 関i皇に お

い て 考 緊す る 乙 匕 ぷ直髫 の 眉 的 とな る 。 者累

に．あ 糞」 ， て 匪 二 の 纏 の ア ブ
・

ロ ー チ の 准と質上．、

k 犬 髣激資導書F ・大 学院 学 生 、 お よ び 承授 会

構威 眞 、な らび に本学・会会 員へ の 観 駄 匕 リ

わ 、す参与観藻に よ る亭例 il　e 中吋 と す る 。
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　 〔1）　日彰崇ロ 匕 レ ヱ の 蓉｝歴

　 日 掌知 と tt人ぴ と が 日 掌庄 妬 世：界一
の ワ カ

・
で

相 互 の 意味付与 乞通 し て 荘肩 し 、暗黙裡 に埋

解 し合 ッ て い る共通 の 日 掌的 知識 乞指 す。 こ

の 知 戮 ［詞本糸化 さ れ 、理 論 化 さ k た 明 示的形

態 を ヒ 。 て し喧 、
・ t棟 ど s ．彼 等 の 常態 的 で
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ティ ン 化 し た 膨 舌 に拠 リビ こ う

乞 あ た え 、人 び と は 彼 等の 田 掌生 ；舌の な が で

こ の 知 識 を 能動 的 に 活 用 す る 二 と に よ り、弄柴

序 匕倉理 牲 を保 ちな が ら生ヲ駝 律し て い 5 。

こ の 煮味，で 、 日 覚知 1‡靠識 動 知懴 で あ り 、身

体 化 さ れた 知識 でも あ る 。

　人
・
び と は 彼等 の 日 掌生 活 の な 炉 で 、学歴 の

煮味 、価 値 、ざ ら に は 効 用 琶石斤究看 が 知 性 ヤ

理 論の レペ 1レ で 吉忍知 し て い る よ りも ．毛 7 と

奧深  
・

レベ ル で 幅広く 全体 殉 に感知 レ て 丶、 乃 。

す な わ ち、 学歴 が 社 会的 上昇移 動 の 肩ヵ 督 チ

ャ ネ ル 魯 あ る と 同時 に 、日 常1跡 舌 の 硯、襃E 堕

ぎて い く 上で 不 可 欠 の 要づ牛ヤ 内落芭 実質白勺に

あた え る も の で あ る ＝ と 、 また 、社 会 的 不平

等 の 再 墜彦．に 果す役割 と 同蒔 に 、社 会 的 女流

を促 進 す る作 用E ：も 果す 乙 と と 十分 に 知 ・ て

い て 、学歴 を蟐 臓 肋 な ガ に績極 fi勺k 　b り

乙 冴 、 こ k9 能動 的 1：　−1　 liす ら レ て い る 。
二

の よ う IC． 人 び とが 日常生 痞 の な か で 彡嬢 に

揺成 し て い ろ学歴与ゆ ｛戮 は 、全 イ本’性 、統 合 ’｝生．

ざ ら に 能動柱 を 特色 ヒ レ 1 い マ 、敖 師 ヤ研 現

指 の 場倉 1亀 も 孝 †ヒ例 タトで は な Vl 。

　（2）　．群「＃9t　tgロ ヒし
一
Zの 学歴

　所 貌 知 し は 科 学k 集田 が 彼等の 斫 乾 膨 勧

偏
・ Z・K 衵 互 の 意妹付 与 9

’
B し て 暗然彳里に理

解 し、 自日H視 し 7 い る斫 貌的 知識 忘指 す 。 ヱ

の 厨 転知 は ．研 喨方法 上 の 規 範が 一搬 に 想定

さ れ て い ろ ほ ど 、単純 で
・
も な け 拍 ボ 手た純粋

で も 1y い 。 1丁 ぜ な ら 、　を｛t は 冫欠の 二 つ の プ ロ

ゼ ス 它 経 て 複雑 に 、吃 し て 現 実的 に形 威 さ れ

るか ら で あ る 。

　今 日 、 散 賛社 会 学1研 究箔 の 大 勿数 を養成 す

る犬学院 の 母 体 鱒 す旧 殼 縛 承 蒼学翻 ま、

創婚 晴もあ。 て 他 学部 の 場A
。

　1＝ 比藪 レて そ

の 牛ヨ『！色ヵぐ日月確 さ 1とケCく た め 1二 、　F旨望 重ヵ機 の ラ肖

極 性 ど学業威績 の ラ ン クが 湘 ざ れ る 。 す な

わ ち 、 彼 等1‡ ％行 の 学B交生 Js に お 、・ て
t’

先頭

隼団
η

的位 置9 占め て い な い た の に 、学校 文

一 71 一

化 琶藾 極 的 に体験 す る燉 ，会が
！7i
“
　ts ＜ 、 レ た が

。 て 学棘 生話 へ の 全 毅 的 理 鰍 噛 ず し も ＋分

で i‡ な い 。 さ らに 規範 的 廨 律 耀厚で 実践 へ

の 指向 ’陛 が 強 い 学・諦 の 組 繊 文化
一 学族 ヤ教 員

養成 糸大 学 ・学部 の 散 負文化 に 共孟．す ろ
一

に

影響さ扎 て 、彳皮等lt＄実を相対的 、相 関仂視

野 の 下 に現 実的 に解釈 し 、理 解 する態度セ 欠

きヤ す い 。 さ 引 ： 大 学院 に 進 h 、専門学会 に

ア咋属 する よ う に な る と ・　：⊃ の 種 の 下イ立大6匕に

彩 彡れ た 先竹 業緯 に も ひ ん ぱ ん に融 ｝し る よ う

に な り、 上述 の 行 為 ぱ 9 一
ン 1‡無｛亀識 の 裡 に

強 化 さ十t 一 冫欠r第に 自 日日の も の と 化 レ て い く
。

　生 痞 史 ヒ研 究組 織 の 下位 文化 に よ ， て 構成

さil．した
「

砦後イ反説 」 に ：もと ブ い て幵彡腕〜さ 沖レ る

研究知 臣 学歴 に 対 し て 消極 的 で観勧 燦

知 匕躍信的 ぢ 評価 パ 9 一
ン Σあ た．え る よ う に

イ乍用す る 。　し寸毟 が 7 　て 日 常尿ロ の ‡昜合 と」 異穿 ワ、

斫 儲 1ホ限定臼b・1・　ep分 Sil　tg　pa｝歴知e．tiYへ と 導が

楓 ヤ が て 研 究者集団 に 支配 的な 学歴知 識 を

茨肩 し、 日 彰知 け ら乘 離 し旗知 繊 へ と 発晨 し

て い く 。た と 乞 ば＼ 皀主 ’｝生 、主体 ’卜生、慮9董・
｝生

rs ビ の 埋 想的 ター A を撕 板 学歴社会 や 受験

体 制 乞⇒ade判 ・
する言説 に み ら 「｝し る よ う に 、…見実

生拓 の 冒 掌功 ぢ適．応琶し程 の な が に 構畜 化 さ 乳 、

具体 的 1。 存在 すろ E 扎 らm ＝形 態が 見 灸 な くな

。 Tc・
ハ 生 徒 の 下 位苅 匕 忘営業成緝 ま蕃準 t

レ て ノガ類 レ、　そk そ れ の 下位文化 が 保 肩す ろ

能 動 性 や ア イ デ ン テ ィ
・

テ ィ の 側 面 に i主目 す る

説 朗 が 欠落 し寸ビ リする 。 また 、 第一 糸皇職 負の

’陛絡 ブ け を 4寺フ 学オ女考文彙 匕 同稼 の 力 孑 てゴリ ー

で 以 て 、 券 査の 上昇移 重炉機能 に は 積極 的 に 関

，U・・t ・寄・e る反 面 、歉賛Ut　X 化 再生 彦橄 能 に フ

い 1 は 痾極 的 な 閔 1い しか 示 さ ¢ い 。

3．結論

　石汗喨知 t 日潔知 に よ ろ学歴石斤乾の 乖籬 に 見

ら起る よう に 、散 育社 、会 学祈 究指が 自5 の 価

植 や 規ual：N すろ 自己 斥矩 ・変第 へ の 努力 を

怠 るな らば、敷 督社 会 学 の 7自劾 性 は お ろ が 、

散 賛社・会 学 の 学問白り独 自性 E確 立 す る こ と も

また 匿壽難 匕 な 5 で
・
あ 3 う 。
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